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７月２０日（金）午後７時から、「別子山地域の未来を考える会“住民全員集会”」を開催いたしました。 

これまでの動きをご紹介いたしますと、当会発足以前は、別子山の将来を“語り”“描き”“創る”プロジェクト事業を皮切り

に、別子山創生に向けての計画を策定する事業に取り組み、今後地域がやるべき事を明確にいたしましたが、その取り組みで、

なしえなかった多くの課題を掘り出し、持続可能な地域づくりを推進するため始まりました。 

そんな事で、これまでの３回の会議を経て、実施可能な具体的６項目のプランを抜き 

出しその内容を協議してまいりました。 

その内容及び経過をご紹介いたしますと、６月に実施したしました西予市遊子川視察 

研修会では、館報 6 月号でもご紹介いたしました通り、高地で栽培されている大玉トマ 

トを利用しての特産品開発が進んでいる状況を研修し、前へ前へと進む地域の取り組み 

に活力を感じ、非常に感心したのは、地域の素晴らしい女性たちで、すべてが女性中心 

で運営されている事に感心し、さらにきめ細やかなパワーを感じました。 

また、具体的協議事項では、住民意識調査の内容検討と実施時期、さらに地域づくり 

計画書の作成と言う事で、先ずは、アンケート調査が必要で、原案を現在作成中です。遊子川地域が作成調査したものを参考に、

さらに練り直して作成しております。 

別子山地域活性化プロジェクトチーム“別子山あけぼの隊”については、発起人代表として和田輝世伸会長・その他発起人を各

自治会で１名選出、アドバイザーに愛媛大学名誉教授 藤目節夫先生を選出し、作成した設立趣意書を基に、今後すべての住民

の力を結集してこの危機を乗り越え、この組織を基に全組織・全住民が結集して、個人戦ではなく団体戦で、地域の活性化に挑

むことを決定いたしました。 

さらに、別子山映画づくりでは、愛媛大学のサークルに相談し、ふるさとＰＲのコマーシャル５分程度にまとめたものを制作

予定。残りの３項目では、別子山ファンクラブについて、事務局の決定と入会案内の検討を行い、活動内容については、会費は

１，０００円 主に通信費に支出することや、ファンクラブの集いや機関誌の発行すること等を決め、ファンクラブの案内に活

動内容を掲載することとしております。 

新居浜シンポジュームの開催では、日程：平成３０年１２月２２日（土）13：00～16：00 場所は、新居浜市民文化センタ

ー中ホールを予定し、パネルディスカッション形式にて行い、テーマは「別子山活性化」とし別子山の活動状況説明を行い、コ

ーディネーターに藤目 節夫先生、パネリストには 先日視察研修にお邪魔した、西予市遊子川（リコピンズ）メンバーの方、 

伊藤連合自治会長さんや関教育長さん、さらには、別子中学校生徒さんにも参加 

いただき、実施することを報告しております。最後に現在市が計画をしておりま 

す筏津地域の開発について、地域性を兼ね備えた施設とし食材も地元にこだわる 

施設と出来ないか、各地のデーターを集め具体的な検討をしております。 

以上のようなことを経過報告し懇談を行いましたが、中でも“あけぼの隊”の 

                     結成には皆さんの努力が必要であり、是非とも全員参加の組織に成長させ、プラ 

ンを今後皆さんと共に情報共有しながら、これからの地域づくり人づくりに生か 

して行くことを確認し、やはりすべての住民の力を結集して、地域活性化にいど 

 むことの重要性を再認識いたしました。 

今年もおいしいジャガイモが沢山収穫されまし

たので、祭りを開催し販売を行いますので、多くの

方にお立ち寄りいただきたいと思います。 

品種は「キタアカリ」です。 

さて、美味しいコロッケを 

作ってみませんか？ 

７月２４日（火）別子山でとれたジャガイモを使って、料理教室を行

いました。 

 内容は、「コロッケ」作りで、とれたての新鮮なジャガイモ（品種キ

タアカリ）を利用しての、特大コロッ 

ケ作りを体験いたしました。 

 具材に猪肉を仕込んだ変わり種のコロッ 

ケも製作いたしましたが、本当にホクホク 

な食感で、おいしくいただきことが出来ま 

した。 

また、料理のレパートリーが、大きく広 

がりましたね!! 



 

学校が夏休みの間に毎年実施しております奉仕作業が

行われます。 

校舎回りや運動場等の清掃作業を実施し、新学期の快適

な学校生活を応援したいと思いますので、地域の皆さんも

できる限りご賛同いただき、ご協力の程よろしくお願い申

し上げます。 

内 容： 市政施行８０年の歩みから見えてくる郷土新

居浜市の魅力や積み上げてきた財産、多くの先

人が発信してきた貴重な心根などを写真や図

表、パネルを組み合わせて紹介する企画展 

日 時：８月２１日（火）～３０日（木） 

9：30～16：30 

休館日８月２７日（月）最終日は 15:30 終了 

場 所：別子銅山記念図書館 多目的ホール 

入場料：無 料 

主 催：「工都新居浜市 80 年の歩みから見えてくるもの」

展実行委員会 

問合せ：実行委員会事務局 

         0897-37-2113（一忠不動産内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動図書館「青い鳥号」が今月も、別子山地区にやってき

ます。みなさん是非ご利用ください。 

 ８月は、２３日（木）に巡回します。 

※本を借りる場合は、「図書館カード」が必要です。 

※１人１０冊まで借りる事ができます。 

その他分からないことは、図書館員におたずねください。 

今年も昨年同様に、毎日・・・本当に暑いですねぇ!!  

７月前半の西日本豪雨以来、ほとんど雨が降っていませんでしたが、台風１２号の接近による大雨で

多少潤いました。ですが、気温の高い日が毎日のように続き、高温注意情報が出され、睡眠中でも熱中症に気を付けなければな

りません大変です。皆さんいかがお過ごしでしょうか? 

しかし今年は、例年以上に“暑い”夏を感じておりますが、このまま行くとどうなるのでしょうか? 

温暖化による気温上昇は、ハリケーンや台風の数がさらに増え強大化し、豪雨か、干ばつか、気候変動の幅が極端になると警

告をされている方もいますので、心配です!! 

 さて、主要道路の除草作業も皆さんのご努力のおかげで綺麗に進捗し、地域を訪れる皆さんの交通の安全が確保されました。

道路の見通しもよくなり、快適な運転が可能となりましたので、地域の印象アップにもつながるものと期待をしております。 

皆さん本当にご苦労様でした。 

もう８月になり、早速「魚つかみ大会」を実施いたします。市内各校区から大勢の子供さんや保護者の皆さんが、参加されま

すので、地域の自然を満喫していただきたいと思います。ご協力をいただきます皆さん、どうかよろしくお願いいたします。 

季節も、二十四節季で言う「立秋」を迎え、暦の上では秋になりますが、１年で最も気温が高くなる時期でもございます。 

この様に、まだまだ厳しい暑さが続くものと予想されますので、これからも屋外で作業等される場合は、水分補給を忘れず、

身体には十分注意をしてお過ごしください。 

①別子小中学校 １３：００～１３：４０ 

②別子山支所  １３：５０～１４：３０ 

 ８月を迎え暑さも本番を迎える、猛暑の中ではござい

ますが、地域の恒例行事となっております「魚つかみ大

会」を、学校と校区連合自治会で開催いたします。 

今年度も、市内各校区より子供達及び父兄が集り、地

域の水や自然に親しみながら交流いたしますので、皆さ

んもぜひご協力をお願いいたします。 

 なお、前日の８月４日(土)午前９時から河原の清掃作

業や漁網の設置作業など、準備を行いますので、地域の

皆様もお手伝いをいただきます様お願いいたします。 

新居浜市立別子銅山記念図書館 

℡ 0897-32-1911 

風水害への備え 
「備えあれば憂いなし！」備えとは一体どんなこと？ 
家族会議を開こう 

家族そろって災害について話し合い、防災意識を高めましょ

う。   話し合っておきたいこと 

Ⅰ、家の周辺の危険個所を全員で確認 

  （実際に歩いてみる） 

Ⅱ、避難場所はどこか、どのルートで避難するのか 

  （より安全に避難場所まで辿り着くルートを確認する） 

Ⅲ、どうやって連絡を取合うか、家族がどこに集合するのか 

（災害時、電話やメールでの連絡は困難になるので、伝言ダイ

ヤル１７１「誰もイナイ」やインターネットの災害対応掲示板

を利用しよう。） 

Ⅳ、災害時の役割分担（非常持出品、子供・高齢者の誘導等） 

非常持出品を準備しよう 
非常食、衣料品、貴重品、救急用品、衛生用品、照明、携帯

ラジオ、その他必要なものを袋に入れて持ち出しやすい場所に

準備しよう。 

情報を集めよう 

 台風や豪雨などは、規模や時期をある程度予想できます。 

 天気予報など気象に関する情報をチェックしましょう。 

 

 被害は地形と関係があるため過去の災害による被害情報が

役立ちます。 

 

 市役所（消防）・警察署から身近な情報を得ることができま

す。災害時に避難などの指示が出されたときは、すみやかに従

いましょう。 


